
平成２６年度　施策評価シート

作成日 平成 26 年 12 月 26 日
１ 施策の概要

施策名
（節の名称）

№
友好都市交流の推進40

部章節№ 第4部 第2章 第4節 評価担当部 総務部
関連部局 教育委員会

総合計画書掲載頁 153 頁 記載責任者 吉川進

総合計画
体　系

まちづくりの目標【部】 豊かな人間性を育む文化のまちづくり

施策の分類【章】 活発で個性豊かな文化づくり

施策の目的
（基本方針）

友好都市立科町との多様な分野での交流の充実をはかりながら、友好関係のより一層の発展に
つとめます。

２ 施策を取り巻く環境

施策の現状

昭和６２年に立科町と友好都市を提携して以来、約２７年にわたり継続して行ってきたが、こ
の間、助成券を利用して、本町から立科町へ来訪された住民は、約１１，８２４人と非常に多
くの交流が重ねられてきた。しかしながら、近年は住民の価値観の多様化やスキー人口の減少
なども影響し、長野冬季オリンピックが開催された平成９年度の６３３人をピークとして、以
降年度により増減はあるものの減少傾向となっている。

法令・制度
の変更

施策の課題
減少傾向にある利用者数をいかに増やしていくか、また、景気や降雪等にかかわりなく安定し
た利用者数の定着が求められている。

３ 施策の成果指標 (基本方針を達成するため本施策に求められる成果を定量的に表記します。)

住民満足度

指標（単位）
総合計画
策定時

中間値
（26年度）

目標値
28年度 達成度

『友好都市交流の推進』について「満
足」と感じる住民の割合

33.5 ％ 31.5 ％

25年度
目標値
28年度 達成度

宿泊施設利用助成利用者数(立科町) 増 451 363

39.0 ％ B

276 500 C
主　な

目標指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度

255

－

４ 施策の活動指標 (「3 施策の成果指標」の目的を達成するため本施策において町が行う活動内容等を定量的に表記します。)

主　な
活動指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度

－

25年度
目標値
28年度

広報周知活動(助成、交流） 増 4 3 4 3 4 C

達成度

－

－



５ 総合計画の進捗状況調査に基づく基本施策の評価
基本施策

評価結果
基本施策

評価結果
№ 名称 № 名称

1 立科町との友好都市交流の推進 B

６ 総合評価

成果指標評価 C 活動指標評価 C 進捗状況調査結果 B

総合評価

C 構成事務事業の統合・廃止の検討を要する施策です。
（自動判定）

総合評価結果に対する分析（施策全体について、進捗状況、有効性・効率性の観点を踏まえて分析してください。）

・本事業については、これまで1万人を超える利用者があり、例年多くの町民が立科
町を訪れ、スキーや温泉めぐり、写真撮影などを楽しみ、交流を行っていることか
ら、旅行に伴う経済的負担を軽減し、旅行意欲の増進に寄与しているものと思われ
る。
・住民満足度はB判定であるが、C判定である目標達成度は、景気の動向や、降雪量な
どにより左右されるものと考える。
・えんでこまつりやふるさとまつりにおける伝統芸能や物産展、特産品の販売など、
文化・産業の交流も好評である。さらに町一周駅伝における立科町チームの参加も両
町のよい刺激となっており有益な事業と認識している。

７ 今後の方向性

方向性 □ 現状維持 □ 一部見直し □ 大幅な見直し ■ 新たな取組みや事業を追加 □ その他

改善案
などの
内　容

・利用助成はここ数年間は、200人台の利用であるが、この数値は景気や降雪量等に左右され
るものであることから、現状維持で行い、既存事業についても、町として継続的に支援を行っ
ていく。そのため、さらに広く交流活動が行われるよう、広報誌やホームページで積極的な広
報活動を行ってまいりたい。
・新たな取組みとして、交流活動の促進を図るため、交流バスツアーを企画するが、その状況
等を勘案しながら今後の事業展開を検討していきたい。

８ 庁内行政評価委員会コメント ※主管部等では記入しないでください。

評価・
方向性

所管部の方向性のとおり



９ 総合計画の進捗状況調査における取組の方向性の評価（事務事業の評価）

基本
施策№

取組の方向性 評価
年度

評価
結果№ 名称 主管課

1 (1) 立科町との文化、スポーツ、産業の交流促進
総務課

スポーツ文化
振興課

26年度 A

1 (3) 立科町の宿泊施設や観光施設等の利用促進 総務課 26年度 B

1 (2) 青少年の体験交流の推進 生涯学習課 26年度 B


